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 要 旨   
背景： 
 胎児性アルコールスペクトラム障害（FASD）は妊娠期間中にアルコールを摂取した母親

から出産した子供で結果として生じる発達障害について包括的に表す概念である。FASD に

はてんかんなどのいくつかの病気が併存している。本研究は、FASD 患者を対象として、て

んかんの有病率や痙攣発作の病歴について評価することと、それらの疾患の危険因子につ

いて検討した。 
方法： 
 2 つの FASD 病院で有効な診療記録（N=1063）について、後向き、記録調査を行った。

診断が確定できない被験者を除いた後、総数で 425 人（年齢 2-49 歳）が分析の対象となっ

た。FASD の診断とてんかんや痙攣性疾患の併存に対して危険因子と考えられる他の要因

（例えば、アルコール曝露の程度、他の薬物、出生の種類、心的外傷）との間の相関につ

いてχ2、多変量多項目ロジスティック回帰分析で解析した。 
結果： 
 研究対象者のうち、25 人（5.9%）はてんかんと診断された。50 人（11.8%）は少なくと

も記録上 1 回の痙攣発作があり、両方で 17.7%の有病率が得られた。重要なことは、アル

コールに関連した疾患のサブグループ（FASD、部分 FASD、アルコール関連神経発達障害）

で、てんかんや痙攣発作の有病率に差がないことである。母親の飲酒歴から、妊娠第一期

あるいは妊娠三半期を通じて飲酒していた場合に、子供のてんかんの有病率あるいは痙攣

発作が多かった。てんかんと痙攣で観察された高い有病率に、他の危険因子は相関してい

なかった。 
結論： 
 FASD 患者ではてんかんや痙攣の有病率が著しく上昇する。妊娠期の母親のアルコール摂

取はこのような疾患の発症危険性を上昇する。 

 




